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東京 2020 大会は、新型コロナウイルス感染症の世界的流

行により、史上初めて延期され、世界中の人々の暮らしが大き

く変化した 1 年を経て開催されました。大会を無事に終えら

れたのは、安全・安心な大会開催の実現に向けて、国、東京

都、関係自治体、そして、IOC、IPC、大会パートナー、その

他多くの大会を支えていただいた皆さまの、多大なるご理解、

ご協力のおかげです。心から感謝を申し上げます。 

そして、パンデミック後、世界で初めて、世界中の最高のア

スリートが集うグローバルイベントであるオリンピック・パラ

リンピックが実施でき、東京モデルとして、しっかりとパリに

バトンをつなげられたことをうれしく思います。 

東京 2020 大会では、大会ビジョンに基づいて、大会に参加するアスリートだけでな

く、大会を契機として、できるだけ多くの方々に参画していただき、その様々な取組や

ポジティブな成果をレガシーとして未来につなげるために、5 つの分野ごとの専門委員会

での議論を経て、2016 年に「アクション＆レガシープラン」を策定しました。 

これまで「東京 2020 大会に参画しよう。そして、未来につなげよう」をキーメッセ

ージとして、「スポーツ・健康」「街づくり・持続可能性」「文化・教育」「経済・テクノ

ロジー」「復興・オールジャパン・世界への発信」の 5 つの分野で、多くの組織・団体に

よりスポーツのみならず、広がりを持つレガシー創出に向けた様々な取組が日本全国で

展開されました。 

組織委員会としては、様々な組織・団体が主体的に参画する活動を後押しするため

「東京 2020 参画プログラム」として幅広く認証を行いました。また、組織委員会の主

な取組として、全国から回収した使用済み携帯電話等の小型家電等から製作した入賞メ

ダル、廃棄プラスチックを再生利用した表彰台、全国 63 の自治体から借用した国産木材

で建築した選手村のビレッシプラザ、競技会場での人にやさしいロボットの実装、復興

仮設住宅のアルミ建設廃材で製作した聖火リレートーチ、全国小学生の投票により決定

した大会マスコット等、持続可能性、多様性と調和、共生社会の実現に向けた観点も含

め、多種多様の取組を推進しました。 

今般、これら取組と成果について「東京 2020 アクション＆レガシーレポート」とし

て取りまとめましたので、ご報告いたします。 

最後になりますが、東京 2020 大会は、難しい状況下で開催されましたが、大会を通

じて、世界中の人々の繋がりや絆の再生に貢献できたと考えています。そして、この大

会での多くの経験は、レガシーとして、引き継がれることになると確信しています。ま

た、これから先の社会が、東京 2020 大会がきっかけとなり、良い方向に変わっていく

ことを期待しています。 
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はじめに 

2013 年 9 月 7 日、2020 年のオリンピック・パラリンピック競技大会の開催都市が東

京に決定しました。東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会は、東京都や関

係自治体で行われるスポーツイベントではありますが、それに留まらず、分野的・地域

的・時間的に広がりのある大会を目指し、東京都や国、地方公共団体、大会パートナー

企業など多様なステークホルダーと「オールジャパン」体制で連携してきました。 

この取組を計画的に進めるため、「東京 2020 大会に参画しよう。そして、未来につな

げよう。」をキーメッセージとして、2016 年に「東京 2020 アクション＆レガシープラ

ン」を策定しました。そして、レガシー創出につながるアクションを日本全国で推進す

るために、全国の様々な組織や団体がオリンピック・パラリンピックと繋がりを持ちな

がら、機運醸成やレガシー創出に向けたアクションを実施し、多くの人々が参加でき

る、東京 2020 大会独自の仕組みとして、「東京 2020 参画プログラム」を開始し、でき

るだけ多くの方々や団体が主体的に参画することを推進してきました。 

新型コロナウイルスの世界的な感染拡大を受けて、東京 2020 大会は、オリンピッ

ク・パラリンピック史上初めて延期となりました。コロナ禍で開催された大会の経験

は、様々な困難を乗り越えたレガシーとして、今後に引き継がれることになります。ま

た、機運醸成やレガシー創出に向けたアクションの実施において様々な制約がありまし

たが、そういった中でも数多くの工夫したアクションが実施されました。 

本レポートでは、「アクション＆レガシープラン」にもとづいて実施された様々なアク

ションの成果とともに、これから先の未来に何がレガシーとして継承されていくのかを

取りまとめています。東京 2020 大会後も、東京都、国、JOC、JPC をはじめとする様々

なレガシーの担い手により、レガシーとして未来につながっていくことを期待していま

す。 
 


